
全国道路・街路交通情勢調査（センサス）の 

切り替えに際し注意して頂きたい内容 
 

1.注意点 

平成 27 年度全国道路・街路交通情勢調査  一般交通量調査 交通調査単位区間番
号（新センサス番号（H27 年度））と平成 22 年度全国道路・街路交通情勢調査  一般
交通量調査 交通調査単位区間番号（旧センサス番号（H22 年度））が異なる場合があ
ります。 
 
新センサス番号（H27 年度）と旧センサス番号（H22 年度）に重複がないか必ず確

認してください。 
もし重複がある場合は、正しい新センサス番号（H27 年度）に変更登録してくださ

い。 
 

2.手順 

１．登録済み区間番号の確認 

現在の登録済み区間番号の確認方法は、以下の評価区間番号の内、交通調査単位

区間番号を確認ください。 

2010      － 11000         － １    

センサス調査年度 － 交通調査単位区間番号 － 区間分割番号 

 

２．センサス番号の変更確認 

  確認方法は、後述の 4-1 に記載しております。 

  次頁に重複（例）を記載していますので参考にしてください。 

 

３．センサス番号変更 

  センサス更新方法は、後述の 4-2 に記載しております。 

  なお、新センサス番号（H27 年度）と旧センサス番号（H22 年度）が重複している

場合は、必ず新センサス番号（H27 年度）の大きな番号から更新し、必ず旧センサ

ス番号（H22 年度）と重複していない様にしてください。評価結果が正しく集計さ

れない場合があります。 

  



新センサス番号（H27 年度）と旧センサス番号（H22 年度）が重複している場合（例） 

 

下記は、国土交通省が発表している「平成 27 年度全国道路・街路交通情勢調査  一

般交通量調査  箇所別基本表」となりますが、赤枠で囲んでいる場所が、平成 27 年度

と平成 22年度の交通調査単位区間番号が重複している例となります。 

 

重複区間番号は、61160、61170 です。 

この様な場合、センサス番号変更を行うときは、必ず新センサス番号（H27 年度）の

大きな番号から更新してください。 

重複の区間の中で、新センサス番号（H27 年度）が一番大きな番号は 61280 ですので、

面的評価支援システム上で、旧センサス番号（H22 年度）の 61170 を選択し、新センサ

ス番号（H27 年度）の新しい番号 61280 に変更します。 

続いて、旧センサス番号（H22 年度）61160 の新センサス番号（H27 年度）61270 への

変更を行ってください。 

 

 

平成 27 年度全国道路・街路交通情勢調査  一般交通量調査  箇所別基本表（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 注）列 AD～列 AU の間を非表示にしてあります。 

平成 27 年度 

重複している区間 



 
 

 

 

以下に、平成 22年度センサスから平成 27年度センサスへの切り替え方法を示します。 
 

 

H22年度センサスからH27年度の交通センサス番号等は①～③の方法を用いて調べます。 
 

①センサス番号の変更の確認 
面的評価支援システムにインポートするセンサスデータから、H22年度センサスに対応するH27センサス
番号を確認します。 

 
 

 
(a) G 列：調査単位区間番号 
H27 年度センサス番号を表します。 

(b) AY 列：前回年度調査単位区間番号 
H22 年度センサス番号を表します。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②センサス番号の変更の確認および起点、終点の確認 
H27年度センサスの起点、終点の確認は、「全国道路・街路交通情勢調査」の「箇所別基本表」より確認が
できます。また、H22年度センサスに対応するH27 センサス番号も確認できます。 

 
 
 

(a) GʵP列：起点側、終点側 
起点側と終点側の接続する路線名等が記載
されています。 

(b) AD列：平成 27年度調査単位区間番号 
H17 年度センサス番号を表します。 

(c) AV 列：平成 22年度調査単位区間番号 
H22 年度センサス番号を表します。 

 
 
 
 
 
 
 
 

4．センサスの切り替え方法 

４ʵ１ 準 備（センサス番号の変更等の確認） 

(a) (b) 

備 考 

「全国道路・街路交通情勢調査」の「箇所別基

本表」は下記の URL より、入手できます。 
 

http://www.mlit.go.jp/road/census/h27/ind

ex.html 

(a) (c) (b) 



 
 

③視覚的な方法によるセンサス番号の変更の確認 
1） H27年度センサス附図（区間図）を入手し、視覚的に確認することが可能です。 
附図の入手は、都道府県の土木関係部署等が作成しています。 
 
 

 
 

  



 
 

H27年度センサスへの切り替えは、入力されている「全ての評価区間を更新する方法」と、「※当該年度のみ
更新する方法」とがあります。 
 

□ 操作フロー 
下記のフローに従って、H27 年度センサスへ切り替え操作を行います。非観測区間は１～６、観測区間は１～７の
操作を行います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

４ʵ２ システム操作 

３．基準年度の設定 

１．H27交通センサスのインポート 

２．過年度データの読込実施 

４．道路平面線形要素の情報入力 

５．道路交通センサス区間の情報入力 

６．評価区間の情報入力 

７．騒音測定地点の登録 

非
観
測
区
間 

観
測
区
間 

注 意 

※「当該年度のみ更新する方法」の場合、出力結果の表示ついて、注意が必要です。 

 
 

 
更新した区間の出力の年度は 2010→2015、番号は●●●→○○○に変わります。
しかし、更新しない区間の番号はH22 年度センサスのままの番号ですが、年度は全て
2015 で出力されます。 
 

更新前 更新後

2010-●●●●-1 → 2015-○○○○-1

注 意 

※センサスの切り替え作業にあたり、新センサス番号が旧センサス番号と違う場合が
あります。その場合、新センサス番号が、登録済みの旧センサス番号と重複してい
ないかを確認し、重複しないように登録してください。 
例）新センサス番号の一番大きな番号から順に、切り替え作業を行うことにより、登
録済センサスとの重複を避けられます。 
 



 
① H27 交通センサスのインポート 

センサスデータのインポートは、操作マニュアル「Ⅳʵ９ʵ１ （２）道路交通センサスデータ管理表」を参照
してください。 

 
② 過年度データの読込実施 

過年度データの読込は、操作マニュアル「Ⅰʵ７ 面的評価支援システムの動作環境設定」を参照してください。 
 
③ 基準年度の設定 

基準年度の設定は、観測区間と非観測区間とで異なります。システムの基本操作は操作マニュアルを参照してく
ださい。 

 
 

【2017 年度業務の場合】 
■観測区間 
1）評価基準年度：騒音調査の実施年度 
（昨年度の環境省報告様式 2-1 を参照する） 
2）道路交通センサス調査年度：2015（H27 道路交通センサス） 
3）騒音データ測定年度：騒音調査の実施年度 
（上記 1）と同じ年度） 
 
 
 
 
 
 
■非観測区間 
（昨年度の環境省報告様式 1-1 騒音発生強度の把握を参照する） 
1）評価基準年度：2017 
2）道路交通センサス調査年度：2015 
3）騒音データ測定年度：2017 

 
 
 
 
 
 
 
 
  



 
④ 道路平面線形要素の情報入力 

道路平面線形の情報入力を行います。システムの基本操作は操作マニュアルを参照してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1）「要素設定」→「道路設定」→「道路平面設定」→「情報入力」を順にクリック
する。 
2）対象の路線をクリックする。 
3）「道路平面線形要素情報入力 詳細」で、路線番号、路線名を確認し、修正が必
要な場合は修正する。 
4）登録ボタンで登録する。 

 
⑤ 道路交通センサス区間の情報入力 

道路交通センサス区間の情報入力を行います。システムの基本操作は操作マニュアルを参照してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1）「要素設定」→「道路設定」→「道路交通センサス区間」→「情報入力」を順に
クリックする。 
2）対象の路線をクリックする。 
3）「道路交通センサス情報入力」で、H27 センサスの路線番号、調査単位区間番号
を確認し、修正が必要な場合は修正する。 
4）登録ボタンで登録する。 

 
 
 
 
  

2015



 
⑥ 評価区間の情報入力 

評価区間の情報入力を行います。システムの基本操作は操作マニュアルを参照してください。 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1）「要素設定」→「沿道設定」→「評価区間」→「情報入力」を順にクリックする。 
2）対象の路線をクリックする。 
3）「評価区間情報入力 詳細」で、H27 センサスの路線番号、評価単位区間番号を
確認し、修正が必要な場合は修正する。 
4）登録ボタンで登録する。 

 
 
 
 
 

⑦ 騒音測定地点の登録 
騒音測定地点の登録を行います。システムの基本操作は操作マニュアルを参照してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1）「要素設定」→「騒音設定」→「騒音測定地点」→「騒音測定地点」を順にクリ
ックする。 
2）対象の地点をクリックする。 
3）「騒音測定地点」で、H27 センサスの路線確認し、修正が必要な場合は修正する。
（下段は選択により修正） 
4）登録ボタンで登録する。 

2015

2015

2015


